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【背景・目的】細胞内成分の主要な分解機構であるオートファジーは、細胞内成分の恒常的および誘

導的分解により細胞内成分の新陳代謝に寄与することで、健康の恒常性維持に重要な役割を果たして

いる。野菜や果物に含まれるカロテノイドは抗酸化や抗炎症作用などの生体調節機能を有することが

知られているがオートファジーに与える影響については不明な点が多い。特に、これまでに報告され

ているカロテノイドのオートファジーに関する研究はオートファジーの分解量（オートファジーフラ

ックス）を評価されておらず、オートファジーに与える定量的な情報が不足していることが課題とな

っている。そこで本研究は、カロテノイド色素に着目し、定量的オートファジーフラックス測定プロ

ーブを用いたオートファジー促進作用の検討を行った。 

【方法】オートファジーフラックスを定量的に評価する蛍光プローブ（GFP-LC3-RFP プローブ、tfLC3

プローブなど）を導入した細胞株を用い、オートファジーフラックス量を測定した。 

【結果】栄養の消化吸収といった役割を担う腸管上皮細胞において、これまでに報告の無いオートフ

ァジーフラックス促進作用を示すカロテノイドを同定した。一方、これまでにオートファジー活性化

作用が報告されているβ-クリプトキサンチンのオートファジーフラックス量は非常に少ないことが

明らかとなった。食品成分のオートファジー活性化作用の検討には定量的オートファジーフラックス

測定プローブを用いることが重要だと考えられた。 
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